
保育案１

No ５歳児：うぐいす組 活動日 2005 年　７月 1 日（金）
指導

者名
○△　□◇

題　 材　 名 御仏さまとあそびたい

活動主題 Ｃ
Ａ：材料や技法との出会いや行為を楽しむ。　　Ｂ：見立てて遊ぶ。

Ｃ：いのちのつながりを感じてあらわす。　　　Ｄ：おもいを伝える

 ねらい

■経験させたい材料（用具）や技法

●楽しませたい活動（遊び）

▲育てたい（発揮させたい）力

など

■　墨遊びで楽しんだ経験を生かして表現する。

●   御仏さまへの親しみの気持ちを持って想像の世

界の中で楽しくあそぶ。

▲   楽しい遊びを思い出しながら、その様子を想像

し表現する。

▲   想像したことを、材料や用具を生かして表現す

る。

準
備
物

準備するべき

材料・用具

・  画用紙（四つ切り）

白

・  墨汁（濃・薄）

・  筆（書写用・はしぺ

ん）

・  画板・雑巾

環
境
設
定

・  利き腕が墨の側にくるように子

どもが座るようにする。

導
入
・
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

T「御仏さまはどこにおられるか知って
いますか？」

S「ホールのお仏壇」など⋯
T「みんなのことをいつも見守ってくれ

ている御仏さまが、先生のゆめのなかに

出てこられたんですよ」

S「えぇ~！？」
T「御仏さまが、『夢の中で、みんなの好

きなことをして遊んであげましょう。』

と言っておられましたよ。さぁ、どんな

事して遊びたいですか？」

※子どもたちの発言を拾いながら進め

る

T「では、絵に描いて御仏さまに『こん

な事して遊びたいです。』ってお願いし

ましょう」

留
意
点

・  保 育 者 の 近 く に 子 ど も を 集 め

て、落ち着いた状況でお話を始め

るようにするが、導入後出来るだ

けすぐに活動に入れるように上記

のように画板は用意しておく。墨

はあとで配る。

・  御仏さまを身近に感じられるよ

うにお話をする。

・  保育者が一方的に話して聞かせ

るのではなく、子どもに思うこと

を発言させるように問いかけ、応

答するようにする。

・  薄墨には筆、濃い墨にははしぺ

んを使うようにする。

子

ど

も

の

状

態

＆

反

省 ・  ホールの仏壇の御仏さまのイメージを強く持っているが、保育室に貼ってある野

仏をじっと見つめて描いている姿が印象的でした。子どもなりに、御仏さまのイメ

ージをつかんでいるようだった。

・  墨汁で遊んだときのにじみやぼかしの技法を再び試す子どももいたが、おおむね

表現に生かして使うことが出来ていた。薄墨と濃い墨の容器の種類を変えていたの

で、薄墨の筆を濃い墨の容器に戻すような間違いはしなかった。

・  想像の世界の中で、御仏さまと本当に楽しく遊んでいる様子だった。

墨


